
～Vol.15４あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

三月を迎えて、凍えるような厳しい寒さも終わりを告げたようです。ガラス越しに待合室に入り込む朝日

は、日を追うごとに、少しずつ暖かさを増しているように感じられます。寒さで体調を崩す心配が無くなりま

したが、先月末から、目がかゆくなったり、のどが少し痛くなったりと、花粉症の症状が出始めて困っていま

す。今年の花粉の量は、昨年より多いような気がします。皆さんは、花粉症は大丈夫ですか。院長の喜多です。 

先日、京都の北山にある植物園に行った帰りに、ふらりと初めて京都タワーの展望室へ上がって来ました。

夕方の５時をすでに過ぎていましたが、観光客でにぎわっていました。強い西日に照らされて、オレンジ色に

反射した京都の町並みを、きれいな日没とともに見ることが出来ました。当日は空が澄んでいたおかげで、や

や遠方にある京都市内の世界遺産など（例えば、横に長い三十三間堂、黒い▲に見えた伏見桃山城、赤い建物

の京都国立博物館、朱色の平安神宮の鳥居、ポツンと街中に立つ東寺の五重塔）を、肉眼でも見つけることが

出来ました。タワー展望室では、無料で望遠鏡を利用出来るので、大阪キタにある高層ビル群や、関西で最も

高いあべのハルカスビルも探すことが出来ました。タワー展望室は、地上 100ｍとあまり高くありませんが、

360 度パノラマで京都市街を一望出来て、その景色は想定外にとても見応えがありました。昔から京都には

厳しい景観ルールがあって、特に高さの規制があり、市内に 30ｍを越えるような建物が少ないようです。ま

た、京都タワーは、31ｍのビルの上に 100ｍのタワーを乗せた全長 131ｍの市内で最も高い建築物です。

これらのことが重なり、タワー展望室から、素晴らしい京都の眺めを見ることが出来るのだと思います。 

京都タワーは、（日本武道館でも有名な）建築家の山田守氏による設計で、タワー展望室は、1964 年 12

月 28 日に開業されました。建築当時の京都では、東寺の五重塔（31ｍ）より高いものは建てないのが当た

り前だったそうです。夜に、京都タワーがライトアップされる姿は、「白い和ろうそくの先に火が燃えている」

ように見えませんか？ 実は、京都タワーは灯台をイメージしたもので、その構造に鉄骨は使わず、特殊鋼板

をシリンダー状に貼り合わせた殻の様な構造になっており、台風や地震にも強いそうです。 

まだ京都タワー展望室に上がったことがなければ、是非、お勧め致します。（夜景、送り火も素敵かも） 
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